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拝啓 めぐろシティカレッジ 受講者の皆様 

コロナ禍はますます厳しい状況に入っています。感染者数や重篤な状況に陥る方

の数、死者数から見ると、一波より二波さらに三波と確実にその厳しさを増していま

す。「コロナに打ち勝った証としてオリンピックを」という言葉がますます遠くのかなた

に吸い込まれていくように思えます。一方、東日本大震災から 10 年が経過する時に

至りました。なかなか復興が実感できない、被災地域から人が出ていき、若い者がま

すます少なくなっています。被災地に光が見えないのか。被災地田老の中学校の活

動を紹介する中に、子どもたちが堂々と自らを主張する姿に、可能性があることを報

告し、復興の実際を考えてみようと思います。これはコロナで痛めつけられている社

会に光をあてるモデルになるのでは、という期待からの報告でもあります。岩手大学

で筆者が行っている「津波の実際から防災を考える」という科目を通して考えてみまし

た。 
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被災地田老で中学生の企画劇に「光」を見る 

 山崎 憲治 元岩手大学教授 

 

１．その時、何が起きたか 

岩手県沿岸部 85 の小中学校で、学校管理下での児童・生徒の東日本大震災犠

牲者はゼロです（詳細は拙稿「岩手県の被災地域における学校の震災対応と災害

学習」『社会科教育と災害・防災学習』日本社会科教育学会編、明石書店 2018

年）。ぎりぎりで逃げ切った生徒、お尻を波で濡らしても何とか避難できた児童

は多い。ゼロは極めて価値のある値です。それぞれの学校で、判断と行動が躊躇

なく、適切に行われた。現場の持つ力を発揮できた結果が見られます。 

地震が発生した時、宮古市立田老第一中学校（以下、田老一中と略）の生徒は、

体育館で翌日の卒業式の予行練習中でした。体育館全体がギシギシ鳴り、天井が

落ちてしまうのではという恐怖に襲われました。揺れが収まると同時に、校長は

校庭への避難を大声で指示。体育館履き、外套なし、みぞれが降る中に屋外待機

が求められました。30 分を超える待機です。校庭には、生徒 120 名、教職員 15
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名のほか、田老保育園の園児 30 名、田老診療所に通う高齢者 10 名が避難して

きていました。田老一中が立地する場所は、1933 年の津波をかぶらなかった場

所であり、宮古市から第 2次避難地に指定されていました。しかし、一人田老出

身の職員は海を凝視し続けました。海面から 10ｍの高さのある防浪堤があるた

め、海面を直接見ることはできません。プール脇のちょっとした高台からこの職

員は集中して海を見ていると、防浪堤の突端に水柱が上がります。この瞬間、職

員は「津波だ！」と叫びます。同時に生徒全員が背後の高台に走り始めます。わ

れ先の避難「津波てんでんこ」が定着する地区です。しかし、中学生は保育園園

長の「この子達も連れて行って！」の叫びに反応、走るのをやめ、園児を抱え、

高齢者の手をとって赤沼山に続く高台に向かいます。背後からがれきを伴う津

波がドンドン迫ってくる中での行動です。弱者である保育園児、高齢者を救わな

いと自分も救えないという「命てんでんこ」という新たな災害文化が創出された

瞬間でした。（山口昌男は「文化は危機への対応から生まれる」『学問の春』（平

凡社、2009 年）と主張しています。） 

 

２．田老一中と大学との関わり 

東日本大震災発生の半年前、岩手大学と田老一中の最初の津波合同授業が始

まっています。岩手大学「津波の実際から防災を考える」という名称の科目で、

その中に田老一中との合同授業を設けました。この年の合同授業は、田畑ヨシさ

んに「紙芝居つなみ」の上演をしてもらい、「命てんでんこ」を中学生グループ

に大学生が交通整理役として加わって、グループ討論を行い、討論した内容を各

グループの代表が全体に報告する方法をとりました。紙芝居で主人公の八歳の

よっちゃん（田畑ヨシさんのこと）は学校の裏手にある赤沼山に懸命に逃げてい

ます。その行動が命をつないでいます。しかし、母親は津波で負傷し、その後、

亡くなります。（『おばあちゃんの紙しばい つなみ』田畑ヨシ（著）、山崎友

子（監修） 産経新聞出版社 2011 年）。さらに、荒谷アイさん（吉村昭『三陸

海岸大津波』（中央文庫、1984 年）に掲載されている、昭和の大津波で家族を

すべて失った当時小学 5 年生）に聞き取り調査を行いました。合同授業は 2010

年から今日まで毎年、論じるテーマを大学・中学で検討して、実施しています。

中学生と大学生が同じ教材で津波学習を進めています。中学生は被災者であり、

地域の被災を肌で知っています。大学生が中学生に学ぶという関係が生まれる

ことも少なくありません。さらにこの学びの場を中学側は地域に根差すものに

する実践を進めています。例えば、合同授業で扱うテーマを用いて学校劇の台本

をつくり演劇にして地域の住民に発表しています。大学と中学の学習連携から

地域連携への路を歩んでいます。大学生が中学生や地域に学ぶという関係は、被

災地であるから生まれる学びのダイナミズムを知ることも多く生まれました。

地域に開かれた大学という課題に対する回答の一つでもあると、とらえること

ができます。 
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３．被災した田老一中が、どのような災害学習の歩みを取ったか 

田老は幾度も津波を経験・克服してきた「津波の町」です。この町の災害史を

追うことで、減災に向かう町の特色を知ることが出来ます。それは未来を知るこ

とにつながります。3.11 時この中学に在学していた「生徒」で、田老に職を得

た若者は少なくありません。これらの「元生徒」に、復興のあり方を「生きがい」

と関わらせて聞き取り調査を行うことを中学側はすすめています。学校教育の

中での災害学習を地域研究や総合的学習で取り上げ、独自の災害学習・地域連携

学習モデル形成を考えています。合同授業が田老一中の教育実践に与えた影響

は少なくありません。その例に、創作劇があります。この劇は生徒会が中心とな

り、生徒全員が参加する劇です。原則三部構成（三年間で一巡する）展開をして

います。1933 年の「昭和の大津波」を主題とするもの、2011 年の「平成の大津

波」、そして「10 年後の田老」を舞台とするものです。生徒は在籍中、演劇を

介して、田老の近・現代史とそれを未来につなぐ学習を進めていきます。一中の

校歌と校章には、昭和の大津波を乗り越えてきた歴史が印されています。生徒が

地域の歴史を知りそれを血肉化するうえでも、演劇活動の果たす役割はすくな

くありません。体育館の正面には「田老未来宣言」の額が掲げられていますが、

演劇で発せられたせりふをもとに、生徒が主体となって作成したものです。演劇

を進めるうえで、中学生による田老の地域調査は欠かせません。調査活動を介し

て、地域や住民に学ぶという実態がつくられています。コロナ禍前までは、2年

生は内陸の中学との「横軸連携」（校長会に集った震災支援金をもとに実施）交

流、3年生は首都圏を対象にした修学旅行の中で交流活動を実施しています。修

学旅行では 1 日を使い、東京の学校との「防災・地域交流」を図る実践を 2012

年以降継続して行っています。学芸大附属小金井中学や桐朋中学等との交流は、

田老の中学生にとっては経験したことの無いほどの多数の生徒を前にしても、

住む町の内容と防災を論じるのですから、決して引けを取らない自信と誇りを

育て上げてきました。 

 

４．2020 年、田老一中生徒会企画劇「軌跡 未来と結ぶ九年間」から学ぶ 

今年の合同学習は以下のような形で進んでいます。コロナ禍で、外部の者が文

化祭を見学に配慮しなくてはなりません。そこで、大学生はビデオを通して文化

祭の創作劇を鑑賞することにしました。2021 年 1 月に、Zoom を用い、田老一中

の創作劇に関する中学生と大学生の討論を予定しています。 

この劇は、78 名の全校生徒が参加・作成する劇です。大道具、音響、照明、

脚本、演出、役者、いずれも生徒が役割を分担して製作しています。現在勤務す

る教員で、9年前の震災を田老で体験をした方は一人もいません。これは生徒の

思いを率直に表現する機会を作る要素になったかもしれません。しかし、被災

時、生徒は小学校にも通っていない年齢です。うっすらとした記憶にとどまるも
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のを、演劇活動をとおし実像につなぐことも可能になります。生徒は、親や関係

者からの聞き取りや、地域に残っている遺構、資料から被災の状況を再現してい

きます。聞き取りは困難な場に直面したこともあったに違いありません。新たな

涙と語りつくせない思いを噴出させることも生まれます。しかし、田老に生きる

生徒は、地域で作り上げてきた震災の歴史を聞き取り、せりふに起こしていきま

した。この作業は、震災の実態に迫り、それを受け継ぐこと、生活の中に生かす

ことで、地域の生きた歴史を作り、それが確実な明日につなぐ確信を、生徒の胸

に芽生えさせていきます。 

「ふた」をするのではなく、中学生が自らの力でその「ふた」を少しずつ広げ

ていく。形にならない思いを、言葉や演技で表現する。困難を思い浮かべて、言

葉にし、舞台で表現する。何が起きたかわからなったことが、実像として示され、

災害の本質が見えてくる。怖いけど、伝えていかねばならない。「暗い」「さみ

しい」あの時の気持ちは何なのだろう。舞台は必要なもの・人を登場させること

が可能です。劇中に座談会を設定し課題を明らかにし、舞台の上に掲げられてい

るかって演じた創作劇から生まれた「ふるさと田老未来宣言」を実現する方向に

希望をつなぐことになっていきます。 

あれから 9 年、劇では地域の消防士になった先輩が、座談会の語り部として

登場しました。語ることが「安心・安全」につながれば、震災で亡くなった母親

も喜んでくれるはずです。自分の命を守り、他者の命を救う、命をつなぐことで、

命の重さを考えることが出来ます。地域の人を助ける仕事についていること、そ

の地域に生きることに誇りを持っていますと、語ります。 

また、劇中で「田老を語る会」の存在が話されます。2012 年 4 月修学旅行で

宿泊した赤坂の小さなホテルで、在京の卒業生や筑波大附属駒場、桜修館、聖心

インターナショナルの生徒代表を対象に実施されました。中学生がはるかに年

上の卒業生と、まったく生活環境が異なり被災経験のない同年齢の中学生に、田

老の被災状況を説明しました。何が起きたのか、生徒の眼を通して田老の被災と

復旧の状況を明らかにしていきます。修学旅行を利用した「田老を語る会」はそ

の後、交流する首都圏の中学校に出向き、今日まで継続されています。 

「復興教育は自分たちでつくる教育だ。田老でなければ作れない内容を持た

ねばならない」と座談会に参加した生徒が発言します。それには「新聞」を発行

し、地域に配布しよう。地域に生きる学校という方向をきちんと示し、「ふるさ

と田老未来宣言」を斉唱します。全員で合唱曲「幸せ」（山崎朋子作詞・作曲）

が歌われ、劇を終えます。 

 

５．新たな課題に向けて 

2019 年は 9 月に合同授業を実施しましたが、その内容を朝日新聞（9 月 21

日）、岩手日報(9 月 26 日)、河北新報(9 月 27 日)が報道しています。ここでは、

ワカメの味比べ（田老産、中国産、韓国産）を行いました。生徒は田老産ワカメ
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の風味、色、食感に優れていることを実感しました。そこで、田老漁業協同組合

に依頼して、生徒が田老産ワカメつくりの実習を行っています。生産が軌道に乗

りつつありますが、さらに生産物を修学旅行で訪問校にプレゼントすることを

計画しています（2020 年 10 月 18 日岩手日報）。合同授業にかかわって、アー

カイブ活動も進めています。田老一中では「ボイジャー」と呼ぶ津波資料室を持

っています。在校生は被災時、小学校にも上がらない年齢であったし、今後は津

波体験がない生徒が入学してきます。校内にこのような常設の資料室を置き、そ

の内容をバージョンアップすることは、被災を見直し、克服する契機になりま

す。合同授業の成果や展望を生きた資料としてアーカイブ化をすすめていきま

す。これは田老一中・岩手大学の果たすべき大きな社会的役割と考えています。

これらの学習の発展過程の中に減災に向けた中学と大学との共同研究の可能性

もあるように思われます。 

 

 

 

 

被災翌日の田老一中の校庭。 

この校庭に生徒120名、教職員15

名、保育園児 30 名、高齢者 10 名

が避難。津波とともに、がれきが

校庭に押し寄せてきました。車や

家まで激し勢いで、生徒たちがい

た校庭を占拠してしまいました。

（撮影、当時の校長、佐々木力也

さん） 

2020 年田老一中文化祭、創作劇 

の全員合唱のシーン。現在生徒数

は 78 名。人口減少が一気に進ん

でしまいました。（2020 年 10 月

24 日） 


